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児童生徒 1人１台の
学習用タブレットが新しくなります！
－学校と家庭での学びをつなぐ学習道具「タブレット」－

　２月に児童生徒が学校・家庭で活用する「タブレット」が新しくなりました。この端末はＬＴＥ
モデルとなっており、家庭にWi-Fi 環境がなくてもインターネットに接続し、学ぶことができます。
今回はこの端末でどんなことを目指しているか紹介します。

　「タブレット」を安全に活用するため、曽於市の端末は学校の実
情に応じてフィルタリングを行うとともに、情報モラル教材『事例
で学ぶNetモラル』を用意しています。
　「タブレット」は「使わせる・使われる」ものではなく、正しく使い、
学びに生かす力を育てるための道具です。ご家庭におかれましても、
利用時間・利用する場所・困ったときの相談先などについて、お子
さまと一緒に話し合う機会を設定してルールを決めてください。

「タブレット」を安心・安全に使いこなす力を養う

★  �子どもの定着度に応じて、AI
ドリルが子どもにあった問
題を出題します

★  �間違いをその場で確認・学び
直すことができ、とても効率
的に学べます

★  １回 10分から取り組めます

★  �情報活用能力の育成
★  �日常的な情報モラルを学ぶ
★  �家庭で子どもと一緒に教材
を見て、保護者も情報モラル
を学ぶ

　「タブレット」は、学習を目的とした
大切な貸与品です。中学校卒業時には
返却していただきます。ご家庭でも声か
けや見守りへのご協力をお願いします。
不具合やご不明な点がありましたら、
学校へご相談ください。

保護者の皆様へ

使ってみよう
～情報モラル教材～

使ってみよう
～デジタルAI ドリル～

　学校で学んだ内容を家庭で確かめることで学びが定着し、次の
学びにつながります。市内小・中学校では、児童生徒が自分にとっ
て必要な家庭学習の内容や方法を決めて、自ら取り組む家庭学習
「マイゴールチャレンジ」を推進しておりその学びに最適です。
　すべての学校で毎日タブレットを持ち帰りますので、家庭学習
にご活用ください。

学校と家庭の学びをつなぐ

学校 家庭

すべての子ども達の可能性を引き出す
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